



















 海外に住む日本人は、135 万人を越え、その総数は増加傾向にある(外務省 2018)。
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(Cohen 1977: 6; 水上 2008: 80)。彼らは従来語られてきた移民とは異なり、出身国
や勤務先企業の後ろ盾によって特権的地位を持った人々である(Cohen 1977; グレ
ーベ 2003; ベン-アリ 2003; 北原 2006)。ホスト社会から自ら孤立し、同国出身者
のみに開かれた排他的なコミュニティを作り上げている(Cohen 1977; グレーベ 












た人々である(Cohen 1977; 水上 1995: 133; 戴 1999; コーエン 2001)。一方で、
ホスト社会へ同化の意志はあるのだが、彼ら/彼女らの異質性によってホスト社会に
受け入れられない人々はマージナル・マンという(Park 1928)。コスモポリタンは、






































図 2-2: 移民の分布図(ホスト国からの受容度－滞在期間) 
出所: 筆者作成 



















世界大戦勃発により引き上げることになった(明石 1994[1983]; 浅野 1986)。戦後
の日本のマレーシア進出は、企業の海外展開に後押しされている(青木 1990; 森田 
2000; 石戸 2006)。日本企業は、1985 年のプラザ合意以降の円高によって生産コス
トの安い海外への進出を余儀なくされた(森田 2000; 石戸 2006)。また、同時期に
マレーシアでも海外企業誘致のための政策を多数行っており、マレーシアは日本企



















クアラルンプールに暮らす日本人は、先行研究(Cohen 1977; 町村 1999; ベン-ア

































































































                                                   
5 マレーシア・クアラルンプールにある国立大学。世界 80 か国以上の国から留学生を受け
入れており、その数は全生徒数の 21%にも及ぶ。 
6 スマートフォン・タブレットなどで使用できる SNS のひとつ。個人同士のチャットやグ
ループでのチャットができる。 
7 童歌の中の手毬唄の 1つ。 
8 手遊び歌の 1つ。 
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表 4-1: ママノテに通う母親とその家族 
A さん R くんの母親でママノテの主催者。r くんの他に 17 歳の息子がい
る。心理カウンセラーをしている。シングルマザー。 
T さん s ちゃんと n くんの母親。日本で働いていた時に、現在のベルギー
人の夫に出会う。夫を追ってベルギーに移住し、結婚、出産をする。
2017 年より夫のマレーシア駐在に伴い家族でに移住した。日本に住
む予定はない。子どもにはフランス語 7 割、日本語 3 割で話す。 
N さん u くんと y くんの母親である。オーストラリアに留学していた時に、
現在の夫と出会う。結婚を期にマレーシアへ移住する。現在はマレ






表 4-2: ママノテに通う子ども 
r くん 両親ともに日本人である。6 歳。マレーシアで生まれる。現地の幼稚園
に通い、現在はインターナショナルスクールに通う。家では日本語を話
すが、日本語より英語の方が話しやすいという。 
s ちゃん T さんの娘で n くんの姉。9 歳。フレンチスクールに通う。家と学校で
は基本的にフランス語を使用する。しかし、学校の休み時間などでは英
語を使う。日本語は母親とママノテ以外では使うことはない。 
n くん T さんの息子で s ちゃんの弟。5 歳。フレンチスクールに通う。言語環
境は姉と同じである。 
u くん N さんの長男で u くんの兄である。5 歳。現地の幼稚園に通っており、
来年から中華系の公立小学校に通う予定である。日本語を勉強するのも
嫌いだと述べている。 






























































































































































































































































































































































































































3 桁ずつで位が変化する。thousand(千)の次の位は million(100 万)で、million(100
万)の次の位は billion(10 億)である。加えて英語だと 1000 という数は thousand と
































また、漢字の習得も r くん本人が学びたいと感じた時に始めれば良いと A さんは































A さんは「日本」の規則の厳しさに否定的な認識を示している。A さんは r くん
の進学先を考えるため、一度マレーシアにある日本人学校へ見学をしに行ったそう






















































A さんも T さんと同様に礼儀正しさ、聞き分けの良さは日本の学校教育システム
にあると考えているようだ。A さん、T さん、筆者の 3 人で雑談をしていた時に、
受けている教育が子どもの行動を大きく左右するという話題になった。 
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 A さんが r くんのために取り寄せた日本の国語の教科書 10の最初のページには、
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